
主な内容
○商工連だより

商工連臨時総会
地方創生セミナー
厚生労働省ガイドライン
経営革新計画
　有限会社お墓の愛
伴走型販路開拓支援事業
小規模事業者持続化補助金活用事例
　パンとケーキの店アン（宇佐両院商工会）
　からあげ花ちゃん（国東市商工会）

○お知らせ

大分県戦略産業雇用創造協議会
商工会珠算検定試験のお知らせ
福祉共済

○シリーズ「地域の逸品」

鉱泉センター直川「直川かちぢ御膳」 表紙写真：九重町（タデ原湿原から見たくじゅう連山）
くじゅう連山の北側に位置するタデ原

わら

湿原は、国際的にも重要な湿地
であることから、2005年にラムサール条約に登録されました。湿原内
にはバリアフリーの木道が設置されており、誰でも自由に散策するこ
とができます。タデ原湿原の新緑やくじゅう山開き、ミヤマキリシマ
の開花など、これから九重町は観光のベストシーズンを迎えます

大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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議長を務めた小田会長（日田地区商工会） 挨拶を述べる森竹会長

～会員企業の成長・持続的発展と地域経済の活性化に向けて～

平成28年度 商工連臨時総会開催

　

商
工
連
の
平
成
28
年
度
臨
時
総
会
が
３
月
29
日
、

大
分
市
中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
平

成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
６
議
案
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
会
員
へ
の
伴
走
型
支
援
に
軸

足
を
置
き
、
刻
々
と
変
わ
る
経
営
環
境
に
対
応
し

な
が
ら
着
実
に
利
益
を
確
保
で
き
る
よ
う
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
体
力
強
化
に
力
を
注
い
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、
経
済
成
長
を

後
押
し
し
て
い
か
に
県
経
済
に
波
及
さ
せ
る
か
と

い
う
責
務
に
対
応
す
る
た
め
に
、
行
政
並
び
に
関

係
団
体
等
と
協
調
し
、
地
域
の
商
工
業
者
は
も
と

よ
り
、
地
域
住
民
と
も
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、

地
方
経
済
の
活
力
再
生
に
励
み
ま
す
。そ
の
た
め
、

次
の
と
お
り
の
重
点
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅰ　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
成
長
・

　
　

持
続
的
発
展
に
向
け
た
支
援
の
強
化

　　


巡
回
訪
問
の
徹
底
に
よ
る
経
営
支
援
の
強
化

　


小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
経
営
に
向
け
た
伴

走
型
支
援
の
充
実

　


中
小
企
業
等
の
経
営
力
向
上
の
た
め
の
支
援

強
化
【
新
規
】

　


経
営
革
新
・
創
業
・
事
業
再
生
の
支
援
強
化

　


円
滑
な
事
業
承
継
の
推
進
【
新
規
】

　


金
融
支
援
の
強
化
と
中
小
企
業
施
策
活
用
に

よ
る
支
援
機
能
強
化

　


消
費
税
転
嫁
対
策
及
び
軽
減
税
率
導
入
に
係

る
支
援

　


記
帳
機
械
化
シ
ス
テ
ム
の
推
進
・
拡
充
と
新

シ
ス
テ
ム
移
行
の
検
討
【
新
規
】

　


ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
及
び
情
報
発
信
機
能

の
強
化

　


共
済
事
業
の
推
進

　


中
小
・
小
規
模
企
業
に
配
慮
し
た
政
策
提
言

等
の
実
施

Ⅱ　

商
工
会
の
支
援
機
能
の
拡
充
と

　
　

組
織
強
化

　　


会
員
増
強
と
組
織
率
向
上
（
組
織
率
５
％

ア
ッ
プ
）
の
推
進

　


経
営
発
達
支
援
計
画
の
着
実
な
実
施
並
び
に

計
画
認
定
の
支
援

　


事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
運
用
に
よ
る

事
業
成
果
の
創
出

　


商
工
会
の
安
定
運
営
に
向
け
た
自
主
財
源
確

保
の
推
進

　


青
年
部
・
女
性
部
の
活
動
・
組
織
基
盤
の
強
化

　


職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進
及
び
事
務
局

体
制
の
確
立

　


人
事
管
理
制
度
の
推
進

　


商
工
会
・
商
工
連
・
全
国
連
の
三
層
間
連
携

の
強
化

　


商
工
会
の
中
期
運
営
計
画
の
見
直
し【
新
規
】

Ⅲ　

地
域
経
済
の
活
性
化
の
推
進

　　


地
域
経
済
活
性
化
策
及
び
地
方
創
生
の
推
進

　


市
町
村
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
及
び
活

用
推
進

　


地
域
資
源
の
活
用
と
販
路
開
拓
の
支
援

　


熊
本
・
大
分
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
支
援

【
新
規
】
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【労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置】
〇使用者は、労働者の労働日ごとの始業・終業時刻を確認し、適正に記録すること

　原則的な方法

　・使用者が、自ら現認することにより確認すること

　・タイムカード、ＩＣカード、パソコンの使用時間の記録等の客観的な記録を基礎として確認し、適正に

記録すること

　やむを得ず自己申告制で労働時間を把握する場合

　①自己申告を行う労働者や、労働時間を管理する者に対しても自己申告制の適正な運用等ガイドラインに

基づく措置等について、十分な説明を行うこと

　②自己申告により把握した労働時間と、入退場記録やパソコンの使用時間等から把握した在社時間との間

に著しい乖離がある場合には実態調査を実施し、所要の労働時間の補正をすること

　③使用者は労働者が自己申告できる時間数の上限を設ける等適正な自己申告を阻害する措置を設けてはな

らないこと。さらに36協定の延長することができる時間数を超えて労働しているにもかかわらず、記録

上これを守っているようにすることが、労働者等において慣習的に行われていないか確認すること

労働時間の適正な把握のために
使用者が講ずべき措置に関するガイドライン

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

　

３
月
17
日
、
大
分
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
、「
地

方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
県
内
よ
り
50
名

の
青
年
部
・
女
性
部
が
集
ま

り
、
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
で
審
査
委
員
長
を
務

め
た
、
テ
オ
ス
地
域
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
研
究
所　

代
表　

三
浦
丈
治
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
地
方
創
生
プ
ラ
ン
の
計

画
・
立
案
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
計
画
・
立
案
10
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、

地
域
の
特
色
や
課
題
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
が
あ
る
か
な
ど
、
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
つ

ポ
イ
ン
ト
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
28
年
度
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
４
プ
ラ
ン
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
は
事
業
の
進
め
方
が
明
確
に
な
っ
た
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
三
浦
講
師
か
ら
、
迫
り
く
る
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
、
地
域
の
将
来
を
担
う
力
で
あ
る
青
年
部

と
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
を
も
つ
女
性
部
が
、
自
由
な
発
想

と
実
行
力
を
も
っ
て
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
プ
ラ
ン
を
計

画
・
実
践
し
て
ほ
し
い
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
へ
向
け
た
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
手
法
を
研
修

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
開
催

商工連だより
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当社は、先代から引き継いだ職人としての精神を受け継ぎ、石工としての
丁寧で正確な仕事を通して、人と繋がりご遺族の供養のお手伝いをさせて頂
いて喜んで頂く事を、何よりの誇りと考えています。この石材店という仕事
を続けてきて、最近では通路・導線の見直しやリフォームを要するお墓、家
族の分散で管理の行き届かないお墓の話をよく伺います。

ご遺族の負担の小さいお墓を提案できないかと考え、始めた新事業ですが、
幸い指導員の方に持続化補助金や経営革新制度について紹介頂き、事業計画
の策定に取り組んだことで、資金計画や売上目標を具体化することができま
した。今後も、お客様に寄り添い、満足頂けるようなお墓を提案していきた
いと思います。

　

「
お
墓
の
愛
（
め
ぐ
み
）」
は
、
昭
和
45
年

に
先
代
が
宇
目
で
創
業
し
た
㈲
河
野
石
材
を

受
け
継
ぎ
、
平
成
７
年
に
豊
後
大
野
市
三
重

町
を
販
売
拠
点
と
し
て
設
立
し
た
会
社
で
す
。

石
材
店
を
取
り
巻
く
環
境
も
こ
こ
十
年
程
の

間
に
大
き
く
変
わ
り
、
輸
入
石
材
へ
の
対
応

や
霊
園
不
足
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど

の
課
題
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
近
年
、
家
族
の
分
散
に
よ
る
お
墓
の
管

理
難
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
家
族
に
負
担
を

か
け
な
い
低
価
格
な
お
墓
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
為
、
当
社
管

理
の
霊
園
に
マ
ン
シ
ョ
ン
（
分
譲
）
型
の
お

墓
を
建
て
、
清
掃
や
読
経
な
ど
の
管
理
を
当

社
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
分
譲
型
の
お
墓
を
販
売

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
管
理
負
担
の
小
さ
い
、
マ
ン
シ
ョ
ン

型
（
分
譲
）
型
の
お
墓
の
販
売
を
具
体
化
す

る
際
、
新
事
業
計
画
と
し
て
ま
と
め
、
平
成

28
年
度
９
月
に
経
営
革
新
と
し
て
承
認
し
て

頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
お
墓
が
、
現
代
の
霊
園
不
足

や
家
族
の
分
散
に
よ
る
お
墓
の
管
理
難
な
ど

の
問
題
を
解
決
す
る
一
助
と
成
れ
ば
と
今
後

も
認
知
度
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

『「
低
価
格
で
安
心
、清
掃
等
の
管
理
も
お
ま
か
せ
」

マ
ン
シ
ョ
ン（
分
譲
）型
お
墓
の
販
売
』

河野　正文さん

代表者のコメント

会社名：有限会社お墓の愛
所在地：〒879-7111 豊後大野市三重町赤嶺941-1
電　話：0974-22-7005
Ｈ　Ｐ：http://www.ohakanomegumi.jp/index.html

経営革新
事例紹介

　去る２月15日～17日迄の３日間、千葉県幕張メッセにおいて、「第12回こだわり食品フェア」が開催されまし

た。このイベントは３日間で９万人の来場者を誇る国内屈指の大規模商談会で、大手食品メーカーから地域の中

小事業者まで、多くの食品関係事業者が出展する食の一大イベントです。

　大分県商工会連合会では平成28年度、「伴走型販路開拓支援事業」として、昨年６月から４回にわたり、商品

開発や商談会出展対策等の販路開拓研修を開催しており、12商工会から19事業者が参加しました。その受講者の

中から４商工会６事業者が当イベントに出展しました。

　ほとんどの事業者さんは商談会出展が初めてということもあり、オープン直後はバイヤーさんとの会話もぎこ

ちない場面がありましたが、時間の経過とともに慣れてきて、話が盛り上がる様子も見られるようになりまし

た。最終的には皆さん概ね手ごたえを得られたようで、満足度の高い商談会出展となったようでした。

　商工連では今年度も販路開拓支援事業を実施しており、会員事業者の皆様のためにより一層の販路開拓支援を

行っていきます。

【伴走型販路開拓支援事業】

第12回こだわり食品フェア出展
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「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
『新商品開発と提案型レシピ・手作り
　　　　　ＰＯＰ作成による販路拡大』

『ふるさと納税の受注に対応する為の
店舗改装とチラシ・箱の作成』

　平成27年10月に創業した、宇佐市院内町のパン・菓子製造を行うパン工房です。
　平成28年度持続化補助金で採択を受け、補助事業に取り組みました。
●補助事業に取り組むきっかけ、背景
　平成27年10月より１人で製造・配達などを行ってまいりましたが、家庭用の
機械で製造していたため、製造量も少なく、製造時間もかかっていたので、な
かなか新商品開発ができませんでした。そのような状況の中、経営指導員から
本事業の提案を受け、販路拡大のための経営計画を作りました。

●補助事業の取り組み内容
・業務用泡だて器の購入（新商品開発、品質の向上、作業効率向上のため）
・業務用ガスオーブンの購入（新商品開発、品質の向上、作業効率向上のため）
・食べ方提案レシピの作成
・手作りＰＯＰの作成

●事業実施の効果について
　本事業の取り組みの結果、カットシフォンケーキと米粉クレープの開発が
出来、宇佐市内の物産館への納品数も増え、新規納品先も２社増えました。
　業務効率が上がり４月より喫茶スペースをオープンすることも出来まし
た。このことにより、当店の商品をより多くのお客様に知っていただけるよ
うになりました。

●補助事業に取り組む背景及び内容について
　当店のからあげは、にんにくが強すぎず、程良い辛さで何個でも・毎日
でも食べられるからあげを目指し、武蔵町内外の皆様にご愛顧いただいて
います。
　そのからあげを2015年「国東市ふるさと納税お礼の品」として出品した
ところ、予想を上回る受注で、当店の作業場では効率が悪く、出荷に大変
苦労しました。
　また、当店は空港から車で５分という立地で、空港周辺のレンタカー店
の協力などもあり、多くの観光客にご来店いただいていましたが、案内
マップやメニューがなく、レンタカー店からチラシを作って欲しいとの要
望を受けていました。
　そのような状況の中、商工会より持続化補助金活用の説明があり、事業計画の策定に取り組み、採択の後、作業
スペースの改装・チラシの作成に取り組みました。

●事業実施の効果について
本補助金を活用し、作業スペースの効率化を図ることができ受注増にも速やかに対応できました。また、マップ・

メニューを載せたチラシを作成し、空港周辺の全レンタカー店に配布したと
ころ、来店観光客数が増え、メニューの明示によって注文がしやすくなった
ようで、観光客の客単価のアップにもつながりました。

会 社 名：パンとケーキの店　アン
代表者名：岩本　朝美
所 在 地：宇佐市院内町小稲876
電　　話：0978-42-5239

会 社 名：からあげ花ちゃん
代表者名：花木　展洋
所 在 地：国東市武蔵町古市115-1
電　　話：0978-69-0019
Ｈ　　Ｐ：https://www.furusato-tax.jp/japan/prefecture/item_detail/44214/65044

花木夫妻

岩本　朝美さん

ホールタイプ　360 円
カットタイプ　120 円

➎

商工連だより



　大分県戦略産業雇用創造協議会は、厚生労働省の戦略産業雇用創造プロジェクトの採択を受け、大分県内の雇用創

出を目的に設立された団体です。

　平成28年度から平成30年度までの３年間で、雇用196人を目標とし、活動しています。

　人材育成や新分野進出などの支援により企業の活力を創造することで、企業レベルの底上げを図るとともに、求職

者が円滑に再就職できるよう雇用チャンス拡大に向け、各種支援を実施しています。

※それぞれの支援事業には予算枠があります。

大分県戦略産業雇用創造協議会 事務局
〒870-8501　大分県大分市大手町３丁目１番１号（大分県商工労働部産業集積推進室内）

ＴＥＬ：097-506-3295　 ＦＡＸ：097-506-1753
E-mail：eiichi-adachi@oct-net.ne.jp　 ホームページ：http://www.senryaku-sangyo.jp/

大分県戦略産業雇用創造協議会について

お知らせ

➏



つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

ご利用ください！
信用保証

http://www.oita-cgc.or.jp/

ニーズに応じた保証制度を
ご用意しています！

©光プロダクション

第
１
８
４
回

２
月
19
日
（
日
）、
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
た
検
定
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
１
０
６
人
が
受
験
し
、
55
人
が

合
格
。
そ
の
中
で
満
点
合
格
者
４
人
、
１

級
合
格
者
は
２
人
で
し
た
。
難
関
で
あ
る

１
級
合
格
者
の
市
町
村
名
、
氏
名
等
を
写

真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

国東市
安岐中央小学校４年生

伊藤　もなみさん

豊後大野市
朝地小学校４年生

羽田野　花菜さん

お知らせ
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５
月
号
V
o
l.2
9
0

鉱泉センター直川管理組合
所在地：大分県佐伯市直川大字赤木1252番地
電　話：0972-58-3311
Facebook：https://www.facebook.com/naokawakousen/

直
川
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
！

　
　「
直
川
か
ち
ぢ
御
膳
」【

鉱
泉
セ
ン
タ
ー
直
川
】

鉱
泉
セ
ン
タ
ー
直
川
、
通
称
「
か
ぶ
と
む
し
の
湯
」
は
、
広
々
と
し
た
浴
場
に
気

泡
湯
、
冷
泉
風
呂
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
、
サ
ウ
ナ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

浴
槽
は
黒
大
理
石
、
天
井
は
直
川
特
産
の
直
見
杉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
館
内
に

は
休
憩
室
や
喫
茶
室
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。

敷
地
内
に
あ
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン
四
季
」
で
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。

【
直
川
か
ち
ぢ
御
膳
】

レ
ス
ト
ラ
ン
四
季
で
は
昨
年
11
月
か
ら
「
直
川
か
ち
ぢ
御
膳
」
の
提
供
を
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
「
直
川
か
ち
ぢ
御
膳
」
は
、
昨
年
、
佐
伯
の
フ
レ
ン
チ
の
名
店
「
ム
ッ
シ
ュ
・

カ
ワ
ノ
」
監
修
の
元
、
地
元
直
川
産
の
食
材
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
開
発
し

た
も
の
で
す
。

噛
む
ほ
ど
に
旨
み
が
あ
ふ
れ
る
直
川
産
の
天
然
猪
肉
の
や

わ
ら
か
角
煮
に
、
大
分
名
物
鳥
天
、
甘
酒
の
バ
バ
ロ
ア
、
豆

腐
に
お
米
、
み
そ
汁
の
味
噌
に
至
る
ま
で
、
直
川
の
美
味
し

さ
を
一
皿
一
皿
に
詰
め
こ
ん
だ
お
膳
で
す
。

美
味
し
い
も
の
を
少
し
ず
つ
食
べ
た
い
と
い
う
女
性
に
も

お
勧
め
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

作
り
置
き
が
で
き
な
い
メ
ニ
ュ
ー
な
の
で
、
前
日
ま
で
の

要
予
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。

季
節
毎
に
内
容
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
直
川
の
四
季
折
々

の
味
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
九
年
五
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

　 　 　

主なメニューの料金

直川かちぢ御膳 1,380円

四季定食 1,100円

冷やしごまだしうどん 600円


